
１　施設名等
新潟市中央区一番堀通町3-13
025-228-4481
https://www.niigata-kenminkaikan.jp/

２　施設の概要

３　指定管理者

４　委員 （五十音順）

公認会計士 石田　直樹 公認会計士石田直樹事務所

取締役 草加　叔也 有限会社空間創造研究所

館長 桑原　幸子 魚沼市小出郷文化会館

社会保険労務士 玉木　尚子 玉木尚子社労士事務所

教授 細田　あや子 新潟大学人文学部人文学科

事業推進部副部長・コーディネーター 山賀　昌子 特定非営利活動法人まちづくり学校

５　委員会の開催状況

６　労働環境の点検

７　利用者アンケートの内容や実施方法

８　県のモニタリング方法及び評価結果に対する意見

開催年月日

出退勤の労使確認に加え、出退勤時間をPCで管理する方法について事業所が適正に改善している状況で
ある。振替休日や有給管理簿は個人別に管理しており、労使で確認している。３６協定特別条項締結のた
め、１か月上限時間管理について意見した。（現在のところ上限の４５時間に達していない）

点検結果、意見

就業規則（作成・監督署への届け出・変更の手順手続き）、法定帳簿（労働者名簿・出勤簿・賃金台帳）、労
使協定（３６協定）、社会保険と労働保険の適正加入及び手続、１０月からの最低賃金の変更について確認
した。労働条件通知書の文書明示事項の一部修正提案あり。（労働者への対面説明済みの事項について
一部文書明示が必要だったため）

場所 内容

衛生管理者・産業医の選任済み。法定健康診断実施済み（５０人以上の事業所：ストレスチェック実施済み）

貸館利用者（主催者）及び芸術文化事業（自主事業）来場者へのアンケート

指定管理者管理施設の外部評価結果について【対象年度：平成30年度～令和3年度】

指 定 管 理 者

指 定 期 間

観光文化スポーツ部　文化課

平成30年4月1日　～　　令和5年3月31日　（5年間）

新潟地震の復興を記念して、県民生活の向上と、教育、文化の発展に寄与するため
・貸館事業（大ホール、小ホール、会議室、ギャラリー、展示コーナー）
・芸術文化事業（県民会館の舞台機能等を活かし、県内で公演回数の少ない大型舞台公演を実施）

設 置 年 月

施 設 名

昭和42年12月1日開館

評価担当課（施設所管課）

令和4年10月18日

公益財団法人新潟市芸術文化振興財団

新潟県民会館 非公募施設における外部評価

労働時間管理

アンケートの内容や実
施方法に対する意見

しっかりと運営していると感じ取れるので、それをきちんと評価できるような仕組みを考えてい
ただきたい。

項目

結果
県の管理運営実績の評価としている満足度
主催者：H30　97.0％、R1　96.0％、R2　90.0％、R3　－　　　　（「大変満足」「満足」の割合）
来場者：H30　96.3％、R1　96.8％、R2　94.0％、R3　98.2％　（「満足」「まあ満足」の割合）

賃金支払いの５原則（通貨で、直接、全額を、毎月一回以上、一定の期日）の通り支給している。賃金向上
に関する協定書は法定通り。また、給与ソフトによる賃金台帳の管理が適正であることを確認した。

賃金等

アンケートの結果を満足度の数字だけでなく、職員全員が共有して、随時、しかるべき対応をとる体制として
いる。口頭で寄せられる意見もフォーマットを定めて必ず共有するなど、改善を図っている。

回答者数

役職 氏名

全般

意見

主催者：H30　　163、R1　　134、R2　　 11、R3　－　　　（R2.9.12～R4.3.31改修工事による休館）
来場者：H30　3,730、R1　3,419、R2　1,239、R3　1,785

所属等

実施方法

新潟県民会館
所在地
電話

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL

設 置 目 的
（ 主 な 利 用 形 態 ・ サ ー ビ ス 内 容 等 ）

項目

労働条件

安全衛生関係

外部評価シート



９　評価結果
区分

委員会
評価

Ⅰ 事業 A

Ⅱ 施設管理 A

Ⅲ 財務 A

Ⅳ 管理体制 A

Ⅴ A

A

（総合評価基準）

10　改善に向けた意見・提案

（参考）県の評価状況

H30
年度

R1
年度

R2
年度

R3
年度

Ⅰ 事業 A A A A

Ⅱ 施設管理 A A A A

Ⅲ 財務 A A A A

Ⅳ 管理体制 A A A A

Ⅴ A A A A

（評価基準）

県の検査等における指摘等なし。

・女性用トイレの行列にガイドを付けてもっとすっきりしたらどうか。
・事業計画書と事業報告書の項目が異なりわかりづらいので、同じにしていただけるとよい。
・事業報告書は、評価の項目に対して、指定管理者自身がどういう取組をしたかという報告の仕方にしていくのがわかりやすいと思
うし、成果や改善点も見えやすくなるのではないか。

評価項目

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

委員会評価の理由

評定

新型コロナウイルス感染症の影響があったが、それ以前は計画どおり運営され
ている。

判定基準

安定的な運営が行われているか

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

全ての項目の評価点数の平均が0.5未満

全ての項目の評価点数の平均が2.5以上

区分 評価項目

Ｃ

評価

Ｓ

全ての項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

Ｂ

使用料徴収事務は適切に処理されているか

安定的な運営が行われているか

適切な管理と安全を確保できる組
織・体制となっているか

利用促進やサービス向上のため
の取組が行われているか

B　（水準をやや下回る）

改修に伴う休館や新型コロナウイルスの影響等により使用
料収入は落ち込んでいるが、経費節減等の努力により事業
全体の収支は黒字となり、指定管理料の一部が県に返還さ
れている。

責任体制は明確で、安全安心な管理運営に努めている。新
型コロナウイルス感染拡大防止対策も適切に実施してい
る。

施設・設備の老朽化が進行する中、適切な保守・修繕を行
い、利用者の安全を確保している。

各項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

適切に処理されている。

C　（水準を下回る） 各項目の評価点数の平均が0.5未満

評　定 判定基準

各項目の評価点数の平均が2.5以上S  （水準を上回る）

A　（水準を達成） 各項目の評価点数の平均が1.5以上2.5未満

総合評価

職員は計画どおり配置されている。労働環境も適切であることを実地調査にて確
認。

全ての項目の評価点数の平均が0.5以上1.5未満

県評価の理由

幅広いジャンルの鑑賞事業や体験型ワークショップなどの
自主事業を実施。りゅーとぴあと共通の会員制度等により利
用者の利便性向上に取り組んでいる。

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか

点検等が定期的に実施されている。

Ａ

全ての区分において「Ａ」評価となったことから、総合評価についても「Ａ」とする。

使用料徴収事務は適切に処理されているか

施設、設備及び備品の維持管理・
修繕が適切に行われているか

目標値に達していない年度もあったが、新型コロナウイルス感染症の影響を考
慮。アウトリーチ活動も積極的に行っている。


